
 

31．研修プログラムの名称及び概要 

プログラム番号：        
病院施設番号： 031535          臨床研修病院の名称：新潟医療生活協同組合 木戸病院      

臨床研修病院群番号：           臨床研修病院群名：木戸病院臨床研修病院群         

プログラム番号、病院施設番号及び臨床研修病院群番号は、既に取得されている場合に記入してください。 
１．研修プログラムの名称 木戸病院‐徳洲会病院連携プログラム 

２．研修プログラムの特色 当院は、新潟市東区で急性期医療を担う救急指定病院です。新潟市の二次輪番事業にも参加し、２４時間３

６５日、微力ながらも地域の救急医療へ貢献して参りました。こういった救急医療の実践から、日頃よく遭

遇する一般的な症例から、高度な診療レベルが要求される疾患まで、様々な疾病を有する患者さまが来院、

入院されますので、プライマリ・ケアから専門的治療まで幅広い臨床例を比較的短期間で効率よく研修する

ことが可能となっています。中でも特に糖尿病の症例数がとにかく豊富で、同じ糖尿病でも様々な事例を学

ぶことができます。感染症や癌、心疾患、血管症など救急医療も要求されるほか、重症例にも対応していま

す。治療中断重症例や昏睡例、動脈硬化進行例も数多く集学的治療も必要です。糖尿病とその合併症に精通

することで、総合診療的視野と能力を身に付けることが可能です。 

 当院では、病気の治療もさることながら、地域住民の生涯健康管理の支援を最大の任務と位置づけ、健診

事業をはじめ、病気にならないための予防に力を注ぎ、慢性疾患通院患者の中から進行がん患者が出ないよ

う、常にがんの早期発見・早期治療を目指した診療を行っています。その結果、内視鏡による消化器がんの

検査・治療件数が多いことも特徴としてあげられます。 

 内科の研修後には神経内科の研修を必修化しています。神経内科は、救急疾患が多い点と生活障害に関連

する疾患が多いのが特徴です。例えば、脳血管障害は後遺症に直面しうる代表的な救急疾患ですし、認知症

は人口高齢化に伴い増加の一途です。診断、治療、生活支援計画、家族への指導など、社会から医師に求め

られるニーズが大変高まっている分野であります。代表的疾患の理解のみならず、後遺障害、生活障害を全

人的にケアできるスキルを初期研修から養っていただきたいと考えています。 

 そのほか、総合内科専門医やＩＣＤ（感染制御ドクター）によって幅だけでなく厚みをも加えた研修を実

現します。アットホームな医局には診療科の垣根がないなど、いつでも誰にでも気軽に相談できる雰囲気が

当院にはあります。 

 医療生協という地域住民（組合員）により運営される当院では、健康な人々とのつながりも大切にし、地

域一体となった健康づくりに取り組めることも魅力の一つです。また、診療所・クリニックの他にも、訪問

看護やショートステイから介護老人保健施設まで多種多様な介護や福祉施設、コミュニティを運営しており、

病院をとりまく医療・介護・福祉の分野にも目を行き届かせた幅広い研修が可能です。 

３．臨床研修の目標の概要 幅広い教養を持った感性豊かな人間性を備え、深い洞察力と倫理観、生命の尊厳について適切な理解と認識

を持つ。また、基本的人権の尊重に努め、自らはプロフェッショナルの一人である責任を自覚するとともに、

医学、医療の全般にわたる広い視野と高い見識を持ち、将来の専門分野に関わらず、臨床 

に必要なプライマリ・ケアの基本的診療能力（態度、技能、知識）を身につける。 

４．研修期間 （  2  ）年 （原則として、「２年」と記入してください。） 

 備考 研修後そのまま専門研修に入り 3年以上研修可能な病院は、その旨を記入してください。 
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